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東日本大震災では海岸防災林が減災効果を発揮したことから，北海道においても複合的な対策の一つとして海
岸防災林に対する期待が高まっています。

実際に海岸防災林を津波対策として整備する場合には，立木の津波に対する抵抗性や林帯の津波エネルギー
の減衰効果などを明らかにし，それらを高めるための整備方法を明らかにする必要があります。そこで，H25年度
～27年度で重点課題「海岸防災林の津波減衰機能を高める林帯整備・管理技術の開発」に取り組んでいるところ
です。今回は1年目の途中経過について報告します。

研究の背景･目的

津波減災を目的とした海岸防災林の整備方法の開発に向けて
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研究の内容･成果

今後の展開

１．想定津波に対する海岸林の津波減衰効果シミュレーション

２．立木の津波抵抗性について
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白糠町の海岸防災林について海岸線での津波高さが
19.5mの想定津波（レベル2）に対し，林帯が発揮する津波
減衰効果を数値シミュレーションによって試算しました。
林帯がない場合に比べて，現状の林帯（林帯幅100m）が

ある場合には津波の高さが低下することがわかりました（図
－1下段）。林帯を拡張した効果は津波の高さでは明らかで
はありませんでした（図－1下段）。

津波の勢いを表す流体力指標では，林帯を拡張した効果
も顕著に見られました（図－1上段）。図－1 津波に対する林帯の効果

立木の津波抵抗性の評価
想定津波に対する海岸林の
減衰効果シミュレーション

盛土，間伐，土壌改良，防風工な
どによる成長促進効果の評価

既存林帯の津波減衰機能を高める方法の提案 林帯の新規造成による津波減衰機能の提示
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図－3 海岸林の概況 図－4 立木の津波に対する抵抗性

力学的な簡易モデルにより，立木の津
波に対する抵抗性を，限界流速（立木が
根返り・幹折れする時の流速）を指標とし
て評価し，実際の津波被害データを用い
て検証しました。実際の津波被害調査は，
青森県のクロマツ海岸林で行いました
（図－3）。限界流速の値が小さい立木で，

実際に津波の被害が発生していることが
わかりました（図－4）。
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